
                            ＜十王地区ミーティング＞ 

1 
 

平成２３年度まちづくりミーティング in 十王 

期日：11 月 15 日（火） 午後 7 時～午後 8 時 45 分 
場所：十王地区公民館  参加者 12 名 
 
 
Ｑ．十王地区では、コミュニティーセンターの立ち上げに向けて準備委員会な

どを設置し検討を進めています。施設整備などを含め、コミュニティーセンタ

ーが具体的にいつ頃から動き出す予定なのでしょうか？ 

 
町長：どのような地域にしたいのかを地区内で議論し、地域としての考えやコ

ミュニティーセンターの運営方法などについても方向性をまとめていただくこ

とが重要になります。具体的な日程については、施設整備などを考えると過疎

債が使える平成 27 年が目途かと思いますが、日程ありきではなく、地区内の皆

さまの意思統一が第一と考えています。 
 
※ 参考ですが、山口地区などでは地域計画を策定し、長期的な目線で地域づ

くりに取り組んでいます。他の地区と情報交換などを行い、十王地区らしい地

域づくりを目指してもらいたいと思います。これまで実施している独自事業や

この度の駅伝大会の優勝など、プラス材料が多い十王地区にとっては今がチャ

ンスなのではないでしょうか。 
 
副町長：山峡体育館・グラウンド周辺に施設を設置するという「場所」につい

ての理解は得られていると思います。あとは活動の中身について十分に話し合

い、町内でもモデル地区となるような地域づくりを展開していただきたいと思

います。 
考え方を変えれば、「将来皆さんの生活が困らないようにするには」「地域を元

気にするには」「安心して生活するには」どのような地域にならなければならな

いのかということを考えていただきたいと思います。 
町は活動のサポートをさせていただきます。 
 
 
Ｑ．自主防災組織で避難所の看板を作成し、地区公民館に掲げて良いか教育委

員会に問い合わせてみたところ、「耐震化になっていない施設なので避難所には

なりませんのでダメです」という返事でした。防災担当の総務課と教育委員会

で意見が違うのはおかしい。横の連携がなっていないのではないですか？ 
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Ａ．全くご指摘のとおりです。現在避難所に設定されている箇所は机上で考え

たというのが実態であります。実際に被災した地域の話を聞きますと、みんな

が集まってきた場所は避難所ではなく、集まりやすい場所だったということも

あるようです。災害時は初動が大切です。町にはハザードマップがありますが、

今後各地域と連携をとりながら実際に集まりやすく安全な避難所を設定するよ

う見直しを行って参ります。耐震関係については、各地区公民館の調査はまだ

実施できない状況であることをご理解ください。 
 
 
Ｑ．学校再編について西側の反応はどのような状況ですか？ 

 

Ａ：小学校（当分統合しないという結果）については一定の評価をいただきま

した。中学校については、一部の方から詳しい説明や保護者・生徒へのアンケ

ートなどを実施して欲しかったというご意見をいただいています。しかし、鮎

貝地区からは統合の要望なども出ており一定の評価を得ていると思います。 
 
 
Ｑ．それでは計画どおり統合するということですか？ 

 
町長：今回の報告はあくまでも教育委員会の見解ですので、今後町としての判

断を出すことになります。白鷹町ＰＴＡ連合会などとの会合を通してより詳し

く話し合いを行い、さまざまなご意見をいただきながらが、できるだけ早い段

階で判断したいと思っています。 
 
 
Ｑ．コミュニティーセンターの経営母体はどういったものを考えていますか？ 

 
副町長：他地区の成功例には、地区内のあらゆる団体を一つにまとめて運営し

ているということがあるようです。しかし、地区によってさまざまな事情もあ

るかと思いますので、やりやすい方法で行っていただきたいと思っています。

事例紹介はさせていただきます。 
 
 
Ｑ．学校統合については、さまざまな人の思いがあるので慎重に行ってほしい

と思いますが。（学校敷地も含めて） 
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教育長：子どもの数や国・県の考えなどをもとに基本計画を策定しているとこ

ろです。教室の数やスクールバスの運行方法、部活動など幅広い面で検討を進

めています。統合準備委員会でも保護者などに詳しく説明し、満足いただける

計画を練って参ります。 
 
 
Ｑ．関寺山の観音堂のため池に以前より雨水が来なくなっているがどこに流れ

ているのでしょうか（パレス松風ができてから？） 

 
 Ａ．パレス松風の工事の際に、流れの向きが変わり現在は蒔沢川に流れてい

ると思います。 
 
 
 
意見・要望 

□八卦地区の土砂崩れ指定を受けている上部の沼が老朽化し、豪雨のときなど

いつ氾濫するか不安（実際に石・岩も転がってきているようだ）なので早急に

対応をお願いしたい。→産業振興課 
 
□豪雨などで池沼が氾濫した場合、どのように水が流れるのかシュミレーショ

ンしていただきたい。そうすれば万が一の場合どの方向に避難したら良いのか

わかると思う。→ハザードマップの裏面を参照してください。（建設水道課） 
 
□新中学校開校時には、１～３年までが同じ制服になるように前倒しを行うな

ど配慮していただきたい。 


